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限定保証および補償責任限度
フルーク･ネットワークスの製品はすべて、ここで特に明記していない限り、通常の使用およびサービスの下で、材料および製造上の欠陥が
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て損傷したとフルーク･ネットワークスが判断する製品は、保証の対象になりません。  フルーク･ネットワークスは、ソフトウェアは実質的に
その機能仕様通りに動作すること、また、本ソフトウェアは欠陥のないメディアに記録されていることを 90 日間保証します。  但し、ソフト
ウェアにエラーがないこと、または何等の障害なく動作することをフルーク･ネットワークスが保証するものではありません。
フルーク･ネットワークスの指定販売業者は新しい製品および未使用製品に対する本保証をエンド･ユーザー顧客に限って与えることができま
すが、フルーク･ネットワークスに代わって付加的な保証や条件の異なる保証を与える権限を持つものではありません。  保証サポートは、フ
ルーク･ネットワークス認定販売店を通して製品を購入した場合、または適切な国際価格を支払った場合にのみ提供されます。  フルーク･ネッ
トワークスは、法の許す範囲内で、ある国で購入された製品の修理を他の国で求められた場合、その修理または交換に係わる費用を購入者に
対して請求する権利を留保します。
フルーク･ネットワークスの保証義務は、フルーク･ネットワークスの見解に従って、保証期間内にフルーク･ネットワークス認定サービス･セ
ンターへ返送された欠陥製品に対する購入代金の返金、無料の修理、または交換に限られます。
指定販売業者一覧は、 www.flukenetworks.com/wheretobuy にてご覧いただけます。
保証サービスを受けるには、最寄りのフルーク･ネットワークス認定サービス･センターへご連絡いただき、必要なサポートを受けてくださ
い。その後、問題個所の説明とともに製品を、送料および保険料前払い (FOB 目的地 ) で、最寄りのフルーク･ネットワークス認定サービス･
センターへご返送ください。  フルーク･ネットワークスは輸送中の損傷には責任を負いません。  保証による修理の後、製品は購入者に送料前
払い (FOB 到着地 ) で返送されます。  故障の原因が怠慢、誤った使用、汚染、改造、事故、あるいは異常な条件下での使用または取扱いにあ
る、または自然な機械的磨耗や損傷にあるとフルーク･ネットワークスが判断した場合には、フルーク･ネットワークスは購入者に対し修理費
用の見積もりを提出するとともに、修理作業開始前には購入者の承認を受けます。  修理の後、製品は、送料前払いで購入者に返送され、修
理費および送料 (FOB 発送地 ) の請求書が購入者に送られます。
本保証はお客様への唯一の保証内容です。記述の保証内容以外のあらゆる保証はその対象となりません。本保証以外の保証とは、製品販売に
当たって暗黙裡に想定された保証、あるいは特定の目的への適合性に限定されない明示あるいは黙示のあらゆる保証を指します。  データの
紛失を含む、あらゆる原因に起因する、特殊な、間接的、偶然的または必然的損害または損失に関して、それが保証の不履行、または、契
約、不法行為、信用、若しくは他のいかなる理論に基づいて発生したものであっても、フルーク･ネットワークスは一切の責任を負いません。
一部の国においては、示唆的保証の条件を制約すること、または偶発的あるいは結果として生ずる損害に対する責任の免責または限定が許可
されないため、本保証における制約および免責はすべての購入者に適用されるとは限りません。  本保証の規定の一部が、管轄の裁判所または
その他の法的機関により無効または執行不能と見なされた場合においても、それは他の部分の規定の有効性または執行性に影響を与えません。
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MultiFiber™ Pro 光ファイバー･テスト･キット 

はじめに
MultiFiber™ Pro 光パワー･メーターと光源を使用して、  
MTP®/MPO コネクターを設置した光ファイバー配線設備の光 
パワーと光パワー損失を測定できます。
光パワー･メーターは、1 回のテストで、1 波長において 12 芯    
光ファイバーの光パワーまたは光パワー損失を測定します。
テスト結果には、接続の極性も含まれます (A、B、C など )。  
光パワー･メーターによる測定は、850 nm、1300 nm、  
1310 nm、または 1550 nm で行われます。 MultiFiber Pro 光源     
は、850 nm、1310 nm、または 1550 nm の光パワーを供給し  
ます。850 nm、1310 nm、または 1550 nm の光パワーを供給  
します。
光パワー･メーターには、最大 250 本の 12 芯光ファイバー･   
ケーブルの損失または光パワー測定値を保存できます。
LinkWare™ PC ソフトウェアを使用すると、PC に記録をアッ  
プロードし、専用のテスト･レポートを作成できます。
LinkWare PC をフルーク･ネットワークスの Web サイトから   
ダウンロードしてください。

登録
フルーク･ネットワークスに製品を登録すると、製品のアップ
デート、トラブルシューティングのヒント、その他の役立つ
サポート･サービスをご利用いただけます。登録するには、フ
ルーク･ネットワークスの Web サイトにアクセスして、[サイ  
ン・イン ] をクリックします。

フルーク･ネットワークスのナレッジ･
ベース
フルーク･ネットワークスのナレッジ･ベースには、製品に関
する一般的な質問に対する答えが掲載されています。また、
ケーブル技術やその他、測定に関する専門技術の記事も含ま
れています。ナレッジ･ベースにアクセスするには、
http://jp.flukenetworks.com/ にログオンして、[サポート ] > [   
ナレッジ･ベース ] をクリックします。



MultiFiber Pro 光パワー･メーターおよび光ファイバー･テスト･キット
ユーザーズ･マニュアル

2

フルーク･ネットワークスへのお問い合
わせ先

http://jp.flukenetworks.com/

infoj@fluke.com

1-800-283-5853 (米国 ) または +1-425-446-5500

Fluke Networks
PO Box 777
Everett, WA 98206-0777
USA

フルーク･ネットワークスは、世界の 50 カ国以上に営業所を  
展開しています｡お問い合わせ先について詳しくは、弊社の
Web サイトをご覧ください。

安全性に関する情報
表 1 に、光パワー･メーターと光源およびこのマニュアルで使  
用されている国際電気記号を示します。

表 1.国際電気記号
警告または注意 : 機器またはソフトウェア
への損傷または破損の危険があります。マ
ニュアルの説明を参照してください。

警告 : 感電の危険があります。

警告 : クラス 1 レーザー。危険な放射によ
り、目に障害を与えるおそれがあります。

回路基板を含む製品は、一般ごみとして捨
てないでください。回路基板の廃棄につい
ては、各地域で定められた規定に従ってく
ださい。

EU 加盟国基準の要件に準拠しています。
測定、制御、ラボで使用する電気機器の安
全条件

関連するオーストラリアの EMC 規格に準
拠しています。

関連する北米の安全規格に準拠していま
す。Canadian Standards Association 承認
済み。

: 光パワー･メーターと光源のこのキーを押すと、ユニット 
がオン / オフになります。














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警告 
火災、感電、その他の事故を避けるため、次の注
意事項を厳守してください。

 本器を使用する前に、安全性に関する情報をすべて
参照してください。

 すべての手順を注意深く参照してください。
 ケースを開けないでください。ケース内にはユー

ザーが修理･交換できる部品はありません。
 本器を改造しないでください。
 フルーク･ネットワークス指定の交換部品のみを使

用してください。
 爆発性のガスがあったり、蒸気の周りであったり、水

気の多い湿った環境などで本器を動作させないでく
ださい。

 本器は屋内でのみ使用してください。
 本器は指示の通りに使用してください。指示通りに

使用しない場合、本器で実現される保護レベルが低
下することがあります。

 本器が損傷している場合は、使用しないでください。
 本器の作動が正常でない場合は、使用しないでくだ

さい。
 バッテリーにはやけどや爆発の原因となる危険な化

学物質が含まれています。化学物質にさらされた場
合は、水で洗って、医師の診断を受けてください。

 本器を長期間使用しない場合や、50 °C よりも高温の  
環境で保管する場合は、バッテリーを取り外してく
ださい。バッテリーを取り外さないと、バッテリー
液が漏れて、本器が損傷することがあります。

 本器を操作する前に、バッテリー・カバーを閉じ、
ロックする必要があります。

 バッテリーの液漏れが発生した場合は、本器を使用
する前に修理してください。

 不正確な測定を防ぐために、低バッテリー・インジ
ケーターが点灯した場合はバッテリーを交換してく
ださい。

 バッテリーの液漏れを防ぐために、プラスとマイナ
スが正しいことを確認してください。

 バッテリーおよびバッテリー・パックを分解または
破壊しないでください。

 バッテリーおよびバッテリー・パックを熱源や火の
近くに置かないでください。日光が当たる場所に置
かないでください。

 本器の修理は認定技術者が行ってください。



MultiFiber Pro 光パワー･メーターおよび光ファイバー･テスト･キット
ユーザーズ･マニュアル

4

警告 : クラス 1 レーザー
危険な放射によって引き起こされる目の障害を避
けるため、次の事項を厳守してください。

 光コネクターを絶対に直視しないでください ( 図 2  
を参照 )。光機器の中には、目に永久的な障害を及ぼ
す可能性がある、目に見えないレーザー光を放射す
るものもあります。

 光ファイバーをポートに接続していない場合は、光
源をオンにしないでください。

 光ファイバーの終端面を検査する場合は、必ず適切
なフィルターを備えた拡大装置を使用してくださ
い。

 このマニュアルに記載されていない取り扱い方法、
調整、手順を使用すると、危険な出力光にさらされ
る可能性があります。

注意

光ファイバー･コネクターの損傷およびデータの損
失を防ぎ、可能な限り正確なテスト結果を得るた
め、以下の点に注意してください。

 使用の前に毎回、適切なクリーニング方法ですべて
のファイバー･コネクターをクリーニングしてくだ
さい。この手順を怠ると、または正しい手順を使用
しないと、テスト結果の信頼性が下がり、コネクター
に回復不可能な損傷を与えるおそれがあります。

 使用していないときは、すべてのコネクターに保護
キャップをかぶせてください。

 不正確な測定を防ぐために、シングルモードの光源
には APC コネクターのみを接続してください。マル  
チモードの光源には APC 以外のコネクターのみを接  
続してください。光パワー･メーターには APC コネク  
ターまたは APC 以外のコネクターを接続できます。

 シングルモード・リンクに APC コネクターを使用し  
ている場合は、タイプ A テスト・コードおよびアダ  
プターを使用する必要があります。タイプ A コン  
ポーネントは、コネクターに対して正しい角度で接
続されます。

 光源をアクティブなネットワークに接続しないでく
ださい。ネットワークの動作が中断されるおそれが
あります。

 光源をオンにしてから使用開始まで 10 分間ウォーム
アップさせてください。光源が環境温度より高いまた
は低い温度に保管されていた場合は、これより少し長
めの時間を取るようにしてください。
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キットの内容
MultiFiber Pro キットの内容のリストについては、製品に同梱  
されているリスト、またはフルーク･ネットワークス Web サ  
イトのモデルおよびアクセサリーのリストを参照してくださ
い。損傷や欠品がある場合は、購入された販売代理店まで直
ちにご連絡ください。

電池の装着、寿命、およびステータス

単 3
IEC LR6

NEDA 15A

注記 : フルーク･ネットワークスでは、アルカリ電池の 
使用をお勧めします。

図 1 に、電池の装着方法を示します。光パワー･メーターと光  
源は、新品の電池で 30 時間以上動作します。電池の残量が少  
なくなると、電池残量低下アイコン () が点滅します。

GUE02.EPS

図 1.電池の装着
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キーとコネクター

GUE05.EPS

図 2.光パワー･メーターおよび光源機能

 : 電源オン / オフ･キー。
   : ソフトキー。各キーの機能は、キーの上に

表示されます。ユーザー設定にアクセスするには、 
と  を 2.5 秒間押し続けます。11 ページの「ユーザー
設定の変更方法」を参照してください。

 : 光パワー･メーター :  を押して、測定モードを変
更します。テスト設定のメニューにアクセスしたり、
[VIEW RECORD (記録の表示 )] モードに切り替えたりす
るには、 を 2.5 秒間押し続けます。7 ページの図 3 
の  を参照してください。
光源 : 光源のモードを表示するには、 を 2.5 秒間押
し続けます。10 ページの図 4 の  を参照してくださ
い。

 自閉式保護カバー付きの MTP/MPO コネクター。
注意

不正確な測定を防ぐために、シングルモードの光源
には APC コネクターのみを接続してください。マ
ルチモードの光源には APC 以外のコネクターのみ
を接続してください。光パワー･メーターには APC 
コネクターまたは APC 以外のコネクターを接続で
きます。

D

A

B
C

E
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 光パワー･メーターから PC にテスト記録をアップロー
ドするための USB ポート。30 ページの「PC への記録の
アップロード」を参照してください。このポートを使用
して最新のソフトウェアをインストールすることもでき
ます。32 ページの「ソフトウェアの更新」を参照して
ください。

ディスプレイ機能

GEU03.EPS

図 3.光パワー･メーターのディスプレイ機能



MultiFiber Pro 光パワー･メーターおよび光ファイバー･テスト･キット
ユーザーズ･マニュアル

8

 光パワー･メーターのモードと、テストの設定。
[POWER (パワー )]、[SET REF (基準値の設定 )]、または 
[LOSS (損失 )] 測定モードを選択するには、 を押し
ます。測定の設定を変更したり、記録を表示したりする
には、 を 2.5 秒間押し続けてから、 と  を使
用して項目を選択します。

 POWER (パワー ): このモードは、光パワーを測定す
るのに使用します。14 ページの「光パワーの測定方
法」を参照してください。

 SET REF (基準値の設定 ): このモードは、損失測定の基
準値を設定するのに使用します。19 ページの「損失
測定の基準値の設定」を参照してください。

 LOSS (損失 ): このモードは、損失を測定するのに使用
します。17 ページの「損失の測定方法」を参照して
ください。

 LOSS LIMIT (損失リミット値 ): このモードは、損失測
定のリミット値を設定するのに使用します。18 ペー
ジの「損失測定のリミット値の設定」を参照してくだ
さい。

 VIEW RECORD (記録の表示 ): このモードは、保存され
ている結果を表示および削除するのに使用します。
27 ページの「記録の表示」を参照してください。

 : 測定で問題が発生しました。または、結果を保存し
ようとしましたが、メモリーがいっぱいです。

OK: すべての測定が正常に行われました。または、光パ
ワー･メーターに結果が保存されました。

 POLARITY (極性 ): 光パワー･メーターと光源の間の接続
の極性です。

 A、B、C: 接続に標準的な方法 A、B、または C が使
用されています。40 ページの図 A-1 を参照してく
ださい。

 極性 ?: 接続に標準方式が使用されていません。接続さ
れていない光ファイバーが 1 本以上あるか、光源に関
して [すべてスキャン ] がオフになっています。

 UNIV (ユニバーサル ): モジュールに Corning Plug & 
Play™ Universal Systems の極性管理が使用されている
場合に表示されます。59 ページの図 B-16 を参照して
ください。

 2 kHz: 光パワー･メーターが 2 kHz 変調光信号を検出し
ています。この機能により、パッチ･パネルで光ファイ
バーを容易に識別できます。26 ページの「ケーブルま
たは光ファイバーの識別方法」を参照してください。

 SAVE (保存 ): [SAVE (保存 )] が表示された場合は、 を
押して、パワー測定値、損失測定値、または基準値を保
存できます。

 : 矢印アイコンは、  または   を使用して
選択項目をスクロールしたり設定を変更したりできる場
合に表示されます。
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 CHANNEL (チャンネル ): パワーまたは損失の測定時に、
 を押してチャンネルの測定値をスクロールできま
す。

 : 光源が自動波長モードになっていない場合に、  
を押して波長を変更できます。

 DELETE (削除 ): [VIEW RECORD (記録の表示 )] モードで、
 [DELETE (削除 )] を使用して、選択した記録またはす
べての記録を削除できます。28 ページの「記録の削除」
を参照してください。

 損失 (dB) および光パワー測定 (mW、µW、dBm) の単位
を伴う数字ディスプレイ。

 REF (基準 ): 基準レベルを保存したときに表示されます。
19 ページの「損失測定の基準値の設定」を参照してく
ださい。

 : チャンネル･インジケーター。光源の [SCAN ALL (す
べてスキャン )] 機能がオンの場合は、選択したチャンネ
ルにチャンネル･インジケーターが移動します。光源の 
[SCAN ALL (すべてスキャン )] 機能がオフの場合は、イ
ンジケーターは光源で選択したチャンネルにとどまりま
す。光パワー･メーターがパワーまたは損失を測定する
と、チャンネルの番号が順に点滅します。

 各チャンネルの損失またはパワー測定の相対値を表示す
る棒グラフ。パワー測定については、16 ページの図 7 
を参照してください。損失測定については、23 ページ
の図 9 を参照してください。

 波長を表示する数字ディスプレイ。

 : 電池の残量が少なくなると、電池残量低下アイコ
ンが点滅します。

 AUTO  (自動 ): 光源が波長識別情報を送信し、光パ
ワー･メーターが光源に合わせて波長設定を変更した場
合に表示されます。 のみが表示された場合は、光パ
ワー･メーターの   を押して、正しい波長を選択す
る必要があります。12 ページの「自動波長機能」 ペー
ジを参照してください。

 : このアイコンは、光パワー･メーターが USB ポート
経由で PC に接続されているときに表示されます。
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GUE04.EPS

図 4.光源のディスプレイ機能

 光源のモード ( メニューを表示するには、 を 2.5 秒間
押し続けます )。

 SCAN ALL ON (すべてスキャン - オン ): チャンネルが
自動的に変更されます。
SCAN ALL OFF (すべてスキャン - オフ ):   または 
  を押してチャンネルを変更します。

 AUTO  (自動 ): ON (オン ): 光源は、MultiFiber Pro 
光パワー･メーターが読み取ることが可能な波長識別
情報を送信します。
OFF (オフ ): 光源は 2 kHz モードになっているため、
波長識別情報を送信しません。12 ページの「自動波
長機能」 ページを参照してください。

 MODE 2 kHz (モード 2 kHz): 出力は 2 kHz 変調光信
号です。このモードは、パッチ･パネルで光ファイ
バーを識別する場合に使用します。26 ページの

「ケーブルまたは光ファイバーの識別方法」を参照し
てください。

 SET  ( の設定 ): [AUTO  (自動 )] が [OFF (オフ )] 
の場合に波長を変更できます。

 アクティブなチャンネルが表示されます。

 CHANNEL (チャンネル): [SCAN ALL (すべてスキャン)] が 
[OFF (オフ )] の場合は、  または   を押して
チャンネルを変更します。

 波長を表示する数字ディスプレイ。

 : 電池の残量が少なくなると、電池残量低下アイコ
ンが点滅します。



ユーザー設定の変更方法

11

ユーザー設定の変更方法
設定可能な光パワー･メーターと光源のユーザー設定につい
ては、表 2 を参照してください。

光パワー･メーターまたは光源のユーザー設定を設定するに
は

1 光パワー･メーターの場合 : 光パワー･メーターがパワー
測定または損失測定モードになっていることを確認しま
す。
光源の場合 : 光源が信号出力モードになっていることを
確認します。

2  と  を同時に 2.5 秒間押し続けます。
3 設定を変更するには、  を押します。または、 

を押します ( が表示された場合 )。
4 次の設定を表示するには、 を押します。
5 設定を保存して設定モードを終了するには、 と  

を同時に 2.5 秒間押し続けます。

表 2.ユーザー設定 

設定 選択肢

 バックライトのオンとオフを切り替えま
す。 







指定した時間内にどのキーも押さなかった
場合に、光パワー･メーターと光源が自動
的にオフになります。

この機能を無効にするには、ダッシュを選
択します。 







光パワー･メーターのみ : 月 ()、日 
()、年 ()、時間 ()、分 ()。光パ
ワー･メーターには、測定値と共に日時も
保存されます。時間は 24 時間形式です。
保存されている記録の日時を確認するに
は、LinkWare PC ソフトウェアで記録を確
認します。





: ソフトウェアのバージョン番号。

: 光パワー･メーターのみ:工場での校正
日。

32 ページの「ソフトウェア･バージョンと
校正日の表示方法」を参照してください。
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極性検出
MultiFiber Pro 光パワー･メーターと光源を使用して、  
MTP/MPO パッチ･コードとケーブルの極性を確認できます。 
光源からの信号には、チャンネル番号が含まれています。光
パワー･メーターでは、送信された番号と、信号を受信した
チャンネルの番号が比較されます。その後、光パワー･メー
ターに接続の極性が表示されます。

 A、B、C: 接続に標準的な方法 A、B、または C が使用
されています。40 ページの図 A-1 を参照してくださ
い。

 極性 ?: 接続に標準方式が使用されていません。接続さ
れていない光ファイバーが 1 本以上あるか、光源に関
して [すべてスキャン ] がオフになっています。

 UNIV (ユニバーサル ): モジュールに Corning Plug & 
Play™ Universal Systems の極性管理が使用されている
場合に表示されます。59 ページの図 B-16 を参照して
ください。

2 kHz モード
光源には 2 kHz の変調出力モードがあり、これを使用して光   
ファイバーを識別できます。26 ページの「ケーブルまたは光 
ファイバーの識別方法」を参照してください。

2 kHz モードを選択するには

1 光源で、 を 2.5 秒間押し続け、  または   
を押してカーソルを [モード ] の横に移動し、 を押
して [2 kHz] を表示します。

2 設定を保存して設定モードを終了するには、 を 2.5 
秒間押し続けます。

注記
光源が 2 kHz モードになっていて、光パワー･メー   
ターが損失測定モードになっている場合は、光パ
ワー･メーターのディスプレイの 、棒グラフ、 
、および [2 kHz] が点滅し、測定結果を保存で   
きません。

2 kHz モードでは、光源の自動波長機能は動作しませ  
ん。

自動波長機能
光源からの信号には、測定する波長を光パワー･メーターに伝
える識別情報が含まれています。光源は、2 kHz モード以外の  
場合に自動波長信号を送信します。2 kHz モードを選択する  
と、光源の [AUTO  (自動 )] 設定が自動的に [OFF (オフ )]       
になります。
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MTP/MPO コネクターのクリーニング方法
接続する前に、光ファイバー･コネクターの端面をクリーニン
グし、検査してください。フルーク･ネットワークスでは、コ
ネクターのクリーニングにフルーク･ネットワークス製の
IBC™ OneClick クリーナーなどのクリーニング･ツールを使用  
することをお勧めします。

OneClick クリーナーを使用して MTP/MPO コネクターをク
リーニングするには

注意
機器やコネクターの損傷と端面の汚れを防ぐために、コネク
ターのクリーニングに使用する機器に付属するすべての説明
書に目を通し、すべての安全上の注意を守ってください。

1 バルクヘッド･コネクターをクリーニングするには、ク
リーナーのキャップ全体を取り外します。光ファイ
バー･ケーブルのコネクターをクリーニングするには、
キャップの先端だけを取り外します。図 5 を参照して
ください。

2 クリーナーをコネクターに押し込み、カチッと音がする
までクリーナーのダイヤルを回します。終わったら、ク
リーナーを引き抜きます。

3 FT600 FiberInspector™ Mini ビデオ･マイクロスコープな
どの光ファイバー･マイクロスコープを使用して、コネ
クターを検査します。必要に応じて、コネクターのク
リーニングと検査を繰り返します。

GUE01.EPS

図 5.MTP/MPO コネクター用 OneClick クリーナーの使用
方法

A B

ガイド･キャップ

ガイド･キャップを 
取り外す

カチッ !

カチッ !
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光パワーの測定方法
光パワー測定機能を使用すると、光ネットワーク･インター
フェース･カードや光テスト機器などの光源によって生成さ
れる光パワーを測定し、表示できます。

光パワー･メーターでは、光パワー測定値をワット単位または
dBm 単位で表示できます。

光パワー測定値の単位を変更するには

1 光パワー･メーターで、 を 2.5 秒間押して設定モード
に入ります。

2 カーソルが [POWER (パワー )] の横にある状態で、 
を押し、  または   を押して [W] ( ワット ) ま
たは [dBm] (1 ミリワットを 0dB を基準とした絶対デシ
ベル単位 ) を選択します。
ワット値は、自動的にミリワット (mW) またはマイクロ
ワット (µW) 単位で表示されます。

3 設定を保存して設定モードを終了するには、 を押
し、そのまま  を 2.5 秒間押し続けます。

光パワーを測定するには

1 すべてのコネクターをクリーニングし、検査します。
2 光パワー･メーターで、 を押して [POWER (パワー )] 

を表示します。
3 図 6 のように接続します。
4 必要に応じて、光パワー･メーターで   を押して光

源の波長を選択します。
5 次のチャンネルの光パワーの測定値を表示するには、

 [CHANNEL (チャンネル )] を押します。
注記

ネットワーク･インターフェース･カードから供給
される電力を測定する場合、データ･レートが変わ
ると、電力レベルも変わることがあります。

2 kHz モードに設定されている MultiFiber Pro 光源     
に接続されている光パワー･メーターでは、[2 kHz] 
が点滅し、測定値を保存できません。

6 測定値を保存するには、光パワー･メーターが 12 チャン
ネルすべてをスキャンしたことを確認してから、 
[SAVE (保存 )] を押します。光パワー･メーターに、記録
番号と [OK] が短く表示されます。表示される記録番号
は、ケーブルの光ファイバー番号 12 のものです。



リンクの端での光パワー
の測定

光源の光パワーの測定

光ファイバー･リンク

光パワーの測定方法
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図 6.光パワー測定の接続 
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図 7.光パワー測定のディスプレイ

 各チャンネルのパワー･レベルの差 (dB 単位 ) と 12 チャ
ンネルすべての最大パワー。

光パワー･メーターは、定期的に最大パワー･レベルを検
知し、必要に応じて棒グラフを調整します。

 表示されている測定値 () のチャンネル。チャンネル
を変更するには、 を押します。

 POLARITY (極性 ): 光パワー･メーターと光源の間の接続
の極性です。

注記
光パワー･メーターに極性表示が表示されるのは、光
源の [SCAN ALL (すべてスキャン)] 機能がオンになっ    
ていて、すべての光ファイバーが接続されている場
合のみです。

 A、B、C: 接続に標準的な方法 A、B、または C が使
用されています。40 ページの図 A-1 を参照してく
ださい。

 極性 ?: 接続に標準方式が使用されていません。接続さ
れていない光ファイバーが 1 本以上あるか、光源に関
して [すべてスキャン ] がオフになっています。

H

I 表示なし
最大
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 UNIV (ユニバーサル ): モジュールに Corning Plug & 
Play™ Universal Systems の極性管理が使用されている
場合に表示されます。59 ページの図 B-16 を参照して
ください。

  [SAVE (保存 )] を押して測定値を保存します。
注記

光源が 2 kHz モードに設定されている場合は、[SAVE   
(保存 )] は表示されません。

 CHANNEL (チャンネル ): 次のチャンネルの測定値を表示
するには、 を押します。

  は、光源が波長識別情報を送信しない場合に表示され
ます。別の波長の測定値を表示するには、  を押し
ます。

 ワット (W、mW、µW) またはデシベル (dBm) 単位での
光パワー測定値。単位の変更方法については、14 ペー
ジの「光パワー測定値の単位を変更するには」を参照し
てください。

 光パワー･メーターがパワーを測定すると、チャンネル
の番号が順に点滅します。

 これらのセクションでは、光パワー･メーターで測定さ
れた波長 (nm が示す値 ) と保存された次の記録の記録
番号 (RECORD が示す値 ) が切り替わります。

 AUTO  (自動 ): 光源が波長識別情報を送信し、光パ
ワー･メーターが光源に合わせて波長設定を変更した場
合に表示されます。 のみが表示された場合は、光パ
ワー･メーターの   を押して、正しい波長を選択す
る必要があります。12 ページの「自動波長機能」 ペー
ジを参照してください。

8 芯および 10 芯ファイバー・ケーブルの光パ
ワー測定
光パワー･メーターでは、40G および 100G 規格用の   
MTP/MPO ケーブルの光パワーを測定できます。

 40G ケーブルでは、中央の 4 本のファイバーが暗くなり
ます。100G ケーブルでは、コネクターの両側のファイ
バーが 1 本ずつ暗くなります。

 暗いファイバーの光パワー･メーターの測定値は -99 dB 
になり、楕円は表示されません。

 光パワー・メーターが 40G または 100G 設定の場合、8 
芯または 10 芯の他のファイバーの光パワー測定値が保
存されます。

損失の測定方法
損失測定では、リンク内の光ファイバーやコネクターで光パ
ワーがどの程度損失しているのかを示します。
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テスト・コードの損失の測定
光ファイバー配線敷設で信頼性の高い損失測定結果を得るに
は、良好なテスト・コードを使用する必要があります。コー
ドが良好であることを確認するには、定期的にコードの損失
を測定して記録します。次のセクションで説明している手順
に従って基準値を設定し、損失を測定します。ただし、図に
示されている光ファイバー･リンクの代わりにテスト・コード
を接続します。

注記
テスト基準コードとして認定されたコードの損失は
通常 0.1 dB 以下ですが、MPO コネクター付きのコー    
ドではこの値を実現できません。MPO コネクターの 
付いた高品質コードの標準的な最小損失は 0.35 dB  
です。

損失測定のリミット値の設定
光パワー･メーターは、損失測定値をリミット値と比較して、
OK または  のステータスを測定結果として表示します。   
チャンネルの測定値がリミット値を超えている場合は、ディ
スプレイで  とそのチャンネルの棒グラフが点滅し、棒グ  
ラフのリミット線よりも上に楕円が表示されます。

リミット値は 0.05 dB ～ 50.0 dB の間で設定できます。増分値      
は 0.05 dB (10.0 dB まで ) および 0.1 dB (50.0 dB まで ) です。            
デフォルトは、1.5 dB です。

リミット値を設定するには

1 光パワー･メーターで、 を 2.5 秒間押し続けて設定メ
ニューを表示し、  を押してカーソルを [LOSS 
LIMIT (損失リミット値 )] の横に移動し、 を押して
光パワー･メーターを損失リミット値モードにします 
(16 ページの図 7 を参照してください )。

2 [損失リミット値 ] が表示されている状態で、  また
は   を押してリミット値を調整します。値をすば
やく変更するには、キーを押し続けます。

3 設定を保存して設定モードを終了するには、 を押
し、そのまま  を 2.5 秒間押し続けます。

基準値について
基準値は、損失測定のベースラインとなる光パワー･レベルで
す。定期的に基準値を設定すると、光源のパワー･レベル変動
と接続性の変化に対する測定の一貫性を保つのに役立ちま
す。また、基準値は測定のベースラインとなるため、基準値
の設定中に使用するテスト・コードとアダプターの損失もテ
スト結果から除外することができます。

より正確なテスト結果を得るには、次のような場合に基準値
を設定します。

 毎日の作業の開始時

 光源にテスト・コードを再接続したとき
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 損失測定値が負の値になった場合

損失測定の基準値の設定

注意
不正確な測定を防ぐために、シングルモードの光源
には APC コネクターのみを接続してください。マ
ルチモードの光源には APC 以外のコネクターのみ
を接続してください。

シングルモード・リンクに APC コネクターを使用
している場合は、タイプ A テスト・コードおよび
アダプターを使用する必要があります。タイプ A 
コンポーネントは、コネクターに対して正しい角
度で接続されます。

1 光パワー・メーター、光源、およびテスト・コードのコ
ネクターをクリーニングします。

2 光パワー･メーターと光源の電源を入れ、10 分間ウォー
ム･アップさせます。機器が環境温度より高い、または
低い温度に保管されていた場合は、これより少し長めに
時間を取るようにしてください。

3 基準値を設定するための接続を行います。21 ページの
図 8 に、ピンなしコネクターのリンク用の基準設定接続
を示します。他のタイプのコネクターのリンク用および
光ファイバー･モジュール用の接続については、付録 B 
を参照してください。光源で、 を 2.5 秒間押し続け
て設定メニューを表示し、次の設定を選択します。

 SCAN ALL (すべてスキャン ): ON (オン )

 MODE (モード ): 2 kHz 非表示
4 光パワー･メーターで、 を押して [基準値の設定 ] を

表示します。
5 必要に応じて、  [チャンネル ] を押して各チャンネル

の光パワー測定値を表示し、それらが正常な値であるこ
とを確認します。
光パワー･レベルが -27.5 dBm (1.78 μW) 未満の場合、ま
たは  と  が表示された場合は、次の問題がな
いか確認します。

 接続の不良、コネクターの汚れ、光ファイバーまたは
コネクターの損傷。すべてのコネクターをクリーニン
グおよび点検してから、基準値設定手順を再度実行し
ます。

 ピン付きコネクターを使用すべきところに、ピンなし
コネクターを使用している。

( 続き )
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 光源が 2 kHz モードになっている。 2 kHz モードをオ
フにしてから、基準値設定手順を再度実行します。 12 
ページを参照してください。

 チャンネルの光パワー測定値が、隣接するチャンネル
の測定値と 3 dB 以上異なる。通常これは、接続が不
良であるか、コネクターが汚れているか、光ファイ
バーまたはパッチ･コードのコネクターが不良である
ことを示しています。すべてのコネクターをクリーニ
ングおよび点検してから、基準値設定手順を再度実行
します。

6 基準測定値を保存するには、 [SAVE (保存 )] を押しま
す。測定値が保存され、、[OK]、[REF (基準 )] 
が短く表示されます。その後、光パワー･メーターは損
失測定モードになります。
ディスプレイに  と  が表示された場合は、手
順 5 に示している問題がないか確認してください。

注意
基準値を設定した後に光源からテスト・コード 1 
を取り外した場合は、信頼性の高い損失測定値を
得るために基準値を再度設定する必要があります。
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図 8.ピンなし MTP/MPO コネクターのマルチモード・パーマネント･リンク用の基準値設定接続

注意
基準値を設定した後に、
光源からテスト・コード 
1 を取り外さないでくだ
さい。

光パワー･メーター 光源

タイプ B
テスト・コード 1

ピン付き / ピン付き

 基準値を設定するには
テスト・コードを 1 本
使用します。

 光パワー･メーターから
テスト・コード 1 を外
し、テスト・コード 2 
を光パワー･メーターに
接続します。

タイプ B
テスト・コード 2
ピン付き / ピン付き

タイプ B 
テスト・コード 1 

ピン付き / ピン付き

光パワー･
メーター

光源
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損失の測定
1 19 ページの説明に従って、基準値を設定します。
2 リミット値が正しいことを確認します。リミット値を表

示するには、 を 2.5 秒間押し続け、  を押して
カーソルを [LOSS LIMIT (損失リミット値 )] の横に移動
し、 を押します。

3 リンクのコネクターと使用するテスト・コードのコネク
ターをクリーニングし、検査します。

4 テスト・コードを光パワー･メーターから外し、適切に
接続します。23 ページの図 9 に、ピンなしコネクター
を使ったリンクの基準設定接続を示します。他のタイプ
のリンクとコネクター用および光ファイバー･モジュー
ル用の接続については、付録 B を参照してください。

注意
光源からテスト・コード 1 を取り外さないでくだ
さい。取り外すと、信頼性の高い損失測定値を得
るためには基準値を再度設定しなければならなく
なります。

シングルモード・リンクに APC コネクターを使用
している場合は、タイプ A テスト・コードおよび
アダプターを使用する必要があります。タイプ A 
コンポーネントは、コネクターに対して正しい角
度で接続されます。

5 光源で、次の設定を選択します。

 SCAN ALL (すべてスキャン ): ON (オン )

 MODE (モード ): 2 kHz 非表示
6 光パワー･メーターで、 を押して [LOSS (パワー )] を

表示します。損失測定のディスプレイについては、図 
24 ページの図 10 を参照してください。

注記
光パワー･メーターの波長設定が、基準値の設定に使
用した波長と異なる場合は、 と  が点滅し、   
測定値を保存できません。

光源が 2 kHz  モードに設定されている場合は、   
[2 kHz]、、および  が点滅し、測定値を保   
存できません。

7 測定値を保存するには、光パワー･メーターが 12 チャン
ネルすべてをスキャンしたことを確認してから、 
[SAVE (保存 )] を押します。光パワー･メーターに、 
記録番号と [OK] が短く表示されます。表示される記録
番号は、ケーブルの光ファイバー番号 12 のものです。
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図 9.ピンなし MTP/MPO コネクターのタイプ A マルチモード・パーマネント･リンクでの損失測定用の接続

   1

  12

 1

12

 1

12

 1

12

1    2    3    4    5    6    7    8    9   10   11   12

1    2    3    4    5    6    7    8    9   10   11   12

注意
基準値を設定した後に、光源か
らテスト・コード 1 を取り外さ
ないでください。

光パワー･メーター
光源

タイプ A アダプター
キー下 / キー上

ピンなし / ピン付きピン付き / ピンなし

タイプ A アダプター
キー下 / キー上タイプ A

ファイバー・リンクタイプ B
テスト・コード 2
ピン付き / ピン付き

タイプ B 
テスト・コード 1 

ピン付き / ピン付き

光源チャンネル :

光パワー･メーターのチャンネル :

光パワー･メーターには 
[極性 A] と表示
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図 10.損失測定のディスプレイ

 設定したリミット値に対する光パワー損失レベル。

 チャンネルのすべての楕円が線よりも下に表示されて
いる場合は、そのチャンネルの測定値は設定したリ
ミット値未満です。

 チャンネルの損失がリミット値を超えている場合は、
線よりも上に楕円が表示され、そのチャンネルの棒グ
ラフが点滅します。 いずれかのチャンネルの損失がリ
ミット値を超えると、 が点滅します。

 表示されている測定値 () のチャンネル。チャンネル
を変更するには、 [CHANNEL (チャンネル )] を押し
ます。

 POLARITY (極性 ): 光パワー･メーターと光源の間の接続
の極性です。

注記
光パワー･メーターに極性表示が表示されるのは、光
源の [SCAN ALL (すべてスキャン)] 機能がオンになっ    
ていて、すべての光ファイバーが接続されている場
合のみです。

0%    <25%   <50%  <75%  <100%  100%
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 A、B、C: 接続に標準的な方法 A、B、または C が使
用されています。40 ページの図 A-1 を参照してく
ださい。

 極性 ?: 接続に標準方式が使用されていません。接続さ
れていない光ファイバーが 1 本以上あるか、光源に関
して [すべてスキャン ] がオフになっています。

 UNIV (ユニバーサル ): モジュールに Corning Plug & 
Play™ Universal Systems の極性管理が使用されている
場合に表示されます。59 ページの図 B-16 を参照して
ください。

  [SAVE (保存 )] を押して測定値を保存します。
注記

光源が 2 kHz モードに設定されている場合、または   
光パワー･メーターの波長設定が基準値の設定に使
用した波長と異なる場合は、[保存 ] は表示されませ 
ん。

 CHANNEL (チャンネル ): 次のチャンネルの測定値を表示
するには、 [CHANNEL (チャンネル )] を押します。

 デシベル (dB) 単位の損失測定値。

注記
損失が負の値である場合は、 が点滅し、負の損失 
が最も大きいチャンネルの測定値が表示されます。
26 ページの「損失が負の値である場合」を参照して 
ください。

 光パワー･メーターが損失を測定すると、チャンネルの
番号が順に点滅します。

 これらのセクションでは、光パワー･メーターで測定さ
れた波長 (nm が示す値 ) と保存された次の記録の記録
番号 (RECORD が示す値 ) が切り替わります。

 AUTO  (自動 ): 光源が波長識別情報を送信し、光パ
ワー･メーターが光源に合わせて波長設定を変更した場
合に表示されます。12 ページの「自動波長機能」を参
照してください。

8 芯および 10 芯ファイバー・ケーブルの損失測定
光パワー･メーターでは、40G および 100G 規格用の   
MTP/MPO ケーブルの基準値を設定し、損失を測定できます。

 40G ケーブルでは、中央の 4 本のファイバーが暗くなり
ます。100G ケーブルでは、コネクターの両側のファイ
バーが 1 本ずつ暗くなります。

 光パワー・メーターが 40G または 100G 設定の場合、暗
いファイバーの情報は表示されません。
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 8 芯または 10 芯の他のファイバーの損失測定値のみが光
パワー・メーターによって保存されます。

損失が負の値である場合
測定された光パワー･レベルが基準パワー･レベルを超える
と、損失値が負になります。損失が -0.09 dB を超える負の値   
の場合は、 と測定値が点滅します。

次の場合に、損失値が負になります。

 基準値設定時に光ファイバーの端面が汚れていた。

 基準値設定後に光源に接続されているパッチ･コードを
外した。

 基準値設定時にテスト・コードが折れ曲がっていた。

 基準値設定時にコネクターにより正しく光軸が合ってい
なかった。

 基準値設定時または損失測定時に、光パワー･メーター
と光源が同じ波長に設定されていなかった。

 基準値設定時に光パワー･メーターまたは光源が極めて
低温であった。

 基準値を設定する前に光源をウォーム･アップさせる時
間が不足していた。

 基準値設定に使用したテスト・コードよりも短い光ファ
イバーの損失を測定した。

損失値が負の場合は、基準値を再度設定してから損失を測定
してください。

ケーブルまたは光ファイバーの識別方法
光源の 2 kHz の変調信号を使用して、パッチ･パネルでケーブ   
ルまたは光ファイバーを識別できます。変調信号を検出した
場合は、光パワー･メーターのディスプレイに 2 kHz が表示さ   
れます。

2 kHz モードを使用してケーブルまたは光ファイバーを識別
するには

注意
不正確な測定を防ぐために、シングルモードの光源
には APC コネクターのみを接続してください。マ
ルチモードの光源には APC 以外のコネクターのみ
を接続してください。

1 ケーブルの遠端に光源を接続します。
2 光源で、設定メニューが表示されるまで  を押し続け

ます。[すべてスキャン ] が [オフ ] になっている場合
は、 を押して [オン ] に設定します。
  を押してカーソルを [MODE (モード )] の横に移動
し、 を押して [2 kHz] を表示します。
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3 光パワー･メーターで、 を押して光パワー･メーター
をパワー測定モードにします。損失測定モードを選択す
ることもできますが、パワー測定モードの方がディスプ
レイが見やすくなります。 必要に応じて、  を押し
て光パワー･メーターを光源と同じ波長に設定します。

注記
2 kHz モードでは、光源の自動波長機能は動作しま  
せん。

ケーブルを識別するには、MTP/MPO ケーブルを使用し
て、光パワー･メーターをケーブル出口に接続します。
光ファイバーを識別するには、ブレイクアウト･ケーブ
ルを使用して、光パワー･メーターをシングルまたは
デュプレックス･ファイバー出口に接続します。

4 光パワー･メーターが光源から 2 kHz 信号を受信すると、
光パワー･メーターに [2 kHz] と表示されます。
ブレイクアウト･ケーブルを使用して光パワー･メーター
を出口に接続した場合は、光パワー･メーターのチャン
ネル･インジケーターは光源に接続されているチャンネ
ルに移動します。光源で [SCAN ALL (すべてスキャン )] 
機能をオフにしてから、光源でチャンネルを変更して、
接続を識別することもできます。

メモリー機能
光パワー･メーターには、最大 250 本の 12 芯光ファイバー･    
ケーブルの損失または光パワー測定値を保存できます。各記
録には、12 芯光ファイバー･ケーブル内の 1 本の光ファイバー   
の測定値が記録されています。最大 3,000 件の記録の保存が  
可能です。例えば、記録 1 ～ 12 には 1 本のケーブル内の 12       
本の光ファイバーの測定値が記録され、記録 13 ～ 24 には次    
のケーブル内の 12 本の光ファイバーの測定値が記録されま  
す。

メモリーがいっぱいになった場合は、測定値を保存しようと
したときに  と  が表示されます。

記録の表示
1  を 2.5 秒間押し続け、 を押してカーソルを 

[VIEW RECORD (記録の表示 )] の横に移動し、 を押
します。

記録が保存されていない場合は、記録番号と測定値に
ダッシュが表示されます。

2 ケーブル内の各光ファイバーの測定値をスクロールする
には、  または   を押します。
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各ケーブル内の同じ光ファイバー番号の測定値をスク
ロールするには、  または   を押して光ファ
イバーを選択し、  または   を押し続けます。
このモードでは、記録番号が 12 ずつ増減します。

3 記録の表示モードを終了するには、 を押します。
注記

各記録には、測定値の保存日時が含まれています。日
時を確認するには、LinkWare PC ソフトウェアで記  
録を確認します。

記録の削除
記録を 1 セット (12 件 ) ずつ削除することも、メモリー内のす     
べての記録を削除することもできます。

1 1 セットの記録 (12 件 ) を削除するには
注記

1 セットの記録 (12 件 ) を削除した場合は、すべての    
記録を削除して新しい記録を保存するまでそのセッ
トは空のままになります。

2 設定メニューが表示されるまで  を押し続け、  
を押してカーソルを [VIEW RECORD (記録の表示 )] の横
に移動し、 を押します。

3   または   を押して、削除する記録のセットを
選択します。29 ページの図 11 を参照してください。

4  [DELETE (削除 )] を押します。ディスプレイに 
[DELETE? (削除しますか ?)] と表示されます。
記録を削除せずに削除モードを終了するには、、
、または  を押します。

5 [OK] が表示されるまで  [DELETE? (削除しますか?)] を
押し続けます。12 本の光ファイバーの測定値として 
 が表示され、棒グラフが表示されなくなります。

6 記録の表示モードを終了するには、 を押します。
メモリー内のすべての記録を削除するには

1 設定メニューが表示されるまで  を押し続け、 を
押してカーソルを [VIEW RECORD (記録の表示 )] の横に
移動し、 を押します。

2 [DELETE ALL? (すべて削除しますか?)] が表示されるまで 
 [DELETE (削除 )] を押し続け、 を放します。
記録を削除せずに削除モードを終了するには、、
、または  を押します。

3 すべての記録を削除するには、 [DELETE ALL? (すべ
て削除しますか ?)] を押し続けます。記録の削除の進行
状況がディスプレイに表示されます。 % になると、
[OK] が表示されます。その後、光パワー･メーターはパ
ワー測定または損失測定モードに戻ります。
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図 11.記録の表示のディスプレイ (損失測定を表示 )

 チャンネルで測定した光パワーまたは光パワー損失の相
対レベル。損失測定の場合は、リミット線と OK または 
 が表示されます。これらの測定については、16 ペー
ジの図 7 と 24 ページの図 10 を参照してください。

 表示されている測定値 () のチャンネル。チャンネル
を変更するには、  または   を押します ()。

 POLARITY (極性 ): 光パワー･メーターと光源の間の接続
に使用する極性。

 表示されている測定値 () のチャンネルを変更するに
は、  または   を押します。

 記録を削除するには、 [DELETE (削除 )] を使用しま
す。28 ページの「記録の削除」を参照してください。 

 選択されているチャンネルの測定値。次のチャンネルの
測定値を表示するには、  または   を押しま
す。
1 本のケーブルの 12 件の記録を削除すると、各チャン
ネルに  と表示されます。

 光ファイバー番号。

 表示されている測定値の記録番号。 

 測定値の波長。測定時に光源が自動波長モードになって
いた場合は、[AUTO  (自動 )] と表示されます。

H

I
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LinkWare PC ソフトウェアを使用してメモリー内のすべての 
記録を削除するには

1 PC に LinkWare PC ソフトウェアの最新バージョンをイ
ンストールします。 LinkWare PC をフルーク･ネットワー
クスの Web サイトからダウンロードしてください。

2 光パワー･メーターの電源を入れます。
3 図 12 に示されているように、付属の USB ケーブルを使

用して、光パワー･メーターを PC に接続します。
4 PC で LinkWare PC ソフトウェアを起動します。
5 LinkWare PC のツールバーで [ユーティリティ ] > 

[MultiFiber Pro] > [全ての試験結果の消去 ] を選択しま
す。

PC への記録のアップロード
1 PC に LinkWare PC ソフトウェアの最新バージョンをイ

ンストールします。 LinkWare PC をフルーク･ネットワー
クスの Web サイトからダウンロードしてください。

2 光パワー･メーターの電源を入れます。
3 図 12 に示されているように、付属の USB ケーブルを使

用して、光パワー･メーターを PC に接続します。
4 PC で LinkWare PC ソフトウェアを起動します。
5 LinkWare PC のツールバーで [インポート]  をクリッ

クし、[MultiFiber Pro] を選択します。

6 プロジェクトの情報を入力し、[OK] をクリックします。
7 光パワー･メーターからすべての記録をインポートする

か、インポートする記録を選択します。
注記

光パワー･メーターからアップロードした記録の番
号は、LinkWare PC の [ ケーブル ID] 列に表示されま   
す。LinkWare PC では、ユーザーが入力したケーブ  
ル番号が ID の最初の文字として使用されます。
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図 12.PC への接続

保守
警告

火災、感電、人身事故、本器への損傷を避けるた
め、次のことを厳守してください。

 ケースを開けないでください。本器の内部には、ユー
ザーが修理できる部品はありません。

 電子部品をご自分で交換すると、本器の保証が無効
になり、安全機能が動作しなくなる可能性がありま
す。

 ユーザーが交換可能な部品については、指定されて
いる部品のみを使用してください。

 フルーク･ネットワークス認定のサービス･センター
のみをご利用ください。

光パワー･メーターと光源のクリーニング
ディスプレイは、ガラス･クリーナーと柔らかく糸くずの出な
い布を使ってクリーニングします。ケースは、水または刺激
の少ない洗剤を含ませた柔らかい布を使ってクリーニングし
ます。

注意
ディスプレイまたはケースへの損傷を避けるため、
溶剤や研磨剤は使用しないでください。
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13 ページに説明されているように光コネクターをクリーニン 
グします。

ソフトウェア･バージョンと校正日の表示方法
ディスプレイに、光パワー･メーターと光源のソフトウェア･
バージョンと、光パワー･メーターの校正日を表示できます。
光源は校正する必要がないため、光源には校正日は表示され
ません。

ソフトウェア･バージョンと校正日を表示するには

1 光パワー･メーターまたは光源をオンにして、 と  
を同時に 2.5 秒間押し続けます。

2 [ ]  に続けて番号が表示されるまで  を押し続
けます。この番号がソフトウェア･バージョンです。

3 光パワー･メーターで、再度  を押します。大きな文
字で [ ]  と表示され、続けて 1 種類または 2 種類
の数字が表示されます。
大きな数字は、最後に校正を行った年です。小さな 4 桁
の数字は、最後に校正を行った日と月 (DDMM) です。

ソフトウェアの更新

注意
ソフトウェアを更新する際は、予期せずに電源が
失われないように、電池残量低下アイコン() 
が表示されていたら光パワー･メーターと光源に新品
の電池を入れてください。

注記
ソフトウェアの更新作業によって光パワー･メー
ター内のテスト記録や光パワー･メーターまたは光
源のユーザー設定が削除されることはありません。

1 PC に LinkWare PC ソフトウェアの最新バージョンをイ
ンストールします。 LinkWare PC をフルーク･ネットワー
クスの Web サイトからダウンロードしてください。

2 MultiFiber Pro の更新ファイルをフルーク･ネットワー
クスの Web サイトからダウンロードします。ダウン
ロード以外で更新ファイルを入手する方法については、
フルーク･ネットワークス営業にお問い合わせください。
ハード･ドライブにファイルを保存します。

注記
更新ファイルは、圧縮されているフォルダ内にあり
ます。光パワー･メーターまたは光源に更新をイン
ストールするには、ファイルを解凍する必要があり
ます。
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3 圧縮されているフォルダから更新ファイル ( 拡張子
「.mfp」) を解凍します。

4 図 12 に示されているように、付属の USB ケーブルを使
用して、光パワー･メーターまたは光源を PC に接続し
ます。

5 LinkWare PC メニューで、[ユーティリティ ] > 
[MultiFiber Pro] > [ソフトウェアの更新 ] を選択し、更
新ファイルを見つけて選択し、[開く ] をクリックしま
す。
インストール処理中は、光パワー･メーターまたは光源
のディスプレイに  と表示されます。

6 光パワー･メーターと光源でソフトウェア･バージョンを
表示して、更新が正しくインストールされたことを確
認します。32 ページの「ソフトウェア･バージョンと校
正日の表示方法」を参照してください。

オプションとアクセサリー
すべてのオプションとアクセサリーの一覧については、 フ
ルーク･ネットワークスの Web サイト 
http://jp.flukenetworks.com/ をご覧ください。
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仕様

環境

-10 ºC ～ 50 ºC 

-20 ºC ～ 50 ºC 

95 % (10 ºC ～ +35 ºC) 結露なし 
75 % (35 ºC ～ +50 ºC) 結露なし 
非制御 <10 ºC

4,000 m

12,000 m

ランダム 2 G、5 Hz ～ 500 Hz

IEC 60529: IP40

IEC 61010-1: 汚染度 2、IEC 60825-1: クラス 1

IEC 61326-1: 持ち運び可能 

IEC CISPR 11: グループ 1、クラス A

グループ 1 は、機器自体が機能するために必要な導電結合無線周波数エネルギーを意図的
に生成するか、または使用します。クラス A 機器は、屋外で使用する場合や、低電圧電源
ネットワークに直接接続する場合に適しています。

作動温度

保管温度

作動湿度

作動高度

保管高度

振動

入力保護定格

汚染度

電磁環境

放出分類
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光パワー･メーター
特に記載されていない限り、仕様は 23 ºC で適用されます。

検知器の種類 InGaAs

校正波長 850 nm、1300 nm、1310 nm、1550 nm

測定範囲 0 dBm ～ -50 dBm

テスト時間 6 秒

パワー測定の直線性 ±0.1 dB1、2

パワー測定の不確かさ ±0.35 dB2

パワー測定の再現性 < 0.10 dB2

表示分解能、dB または dBm 0.01 dB

パワー表示の単位 dBm、mW、μW

ユーザー選択可能な損失リミット 0.05 dB ～ 50.0 dB、増分値は 0.05 dB (10.0 dB まで ) および 0.1 dB 
(50.0 dB まで )

自動波長検出 はい

極性検出 A、B、C、および Corning Plug & Play™ Universal Systems 極性を検出

1. 850 nm の場合は 0 dBm ～ -50 dBm。1300 nm、1310 nm、1550 nm の場合は -5 ～ -50 dBm。
2. 連続波の光信号の場合。
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光パワー･メーター (続き )

2 kHz 検出 はい

記録の保存 3,000 件の記録、1 つの記録に 1 本の光ファイバー (12 芯光ファイバー･ケーブル 
250 本 )

外付けインターフェース USB 2.0、フル･スピード

光コネクター 12 芯光ファイバー用 MTP/MPO インターフェース、ピンなしプラグ。62.5 μm、
50 μm、およびシングルモードのファイバー、PC、または APC と互換性があり
ます。コネクターは自閉式保護カバー付き。

電源要件 単 3 アルカリ電池 x 2

電池寿命 3 30 時間以上 ( 代表値 )

自動電源オフ 10、20、30、60 分 ( ユーザーによる無効化可能 )

電池残量低下の警告 電源残量低下アイコンが点滅

寸法 5.14.7 cm x 8.0 cm x 4.0 cm      

重量 309 g

3. 測定されるパワー･レベル0 dBm 以下。バックライトがオン。電池寿命は、使用している電池の状態や種類によって異なります。フルー
ク･ネットワークスでは、アルカリ電池の使用をお勧めします。
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光源
特に記載されていない限り、仕様は 23 ºC で適用されます。

850 nm 光源 1310 nm 光源 1550 nm 光源

エミッタの種類 LED レーザー

波長 ±30 nm 1310 nm ±20 nm 1550 nm ±20 nm

スペクトル幅 (FWHM) 50 nm ( 標準 ) 2 nm 標準、5 nm 最大

最小出力パワー  -24 dBm  -1 dBm

出力安定性 ±0.1 dB 以下 (8 時間以上 )4 ±0.25 dB 以下 (8 時間以上 )5

レーザーの安全性 IEC 60825-1: クラス 1

エンサークルド･フラックス 光源の光コネクターで 50/125 μm の TIA 
455-526-14B、ISO/IEC 14763-3、 
IEC 61280-4-1 に適合。

NA

光コネクター 12 芯光ファイバー用 MTP/MPO インター
フェース、ピンなしプラグ。62.5 μm およ
び 50 μm の APC 以外のファイバーとのみ互
換。コネクターは自閉式保護カバー付き。

12 芯光ファイバー用 MTP/MPO イン
ターフェース、ピンなしプラグ。9 μm 
の APC のみ互換。コネクターは自閉式
保護カバー付き。

4. 23 °C、ウォーム･アップ時間 (10 分間 ) の後。

5. 23 °C、ウォーム･アップ時間 (15 分間 ) の後。
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光源 (続き )

校正周期

1 年。

850 nm 光源 1310 nm 光源 1550 nm 光源

モード 2 kHz 変調、自動波長

電源要件 単 3 アルカリ電池 x 2

電池寿命 6 30 時間以上 ( 代表値 )

自動電源オフ 10、20、30、60 分 ( ユーザーによる無効化可能 )

電池残量低下の警告 電源残量低下アイコンが点滅

寸法 14.7 cm x 8.0 cm x 4.0 cm

重量 323 g

6. 自動波長、[すべてスキャン ]、バックライトがオン。電池寿命は、使用している電池の状態や種類によって異なります。フルーク･
ネットワークスでは、アルカリ電池の使用をお勧めします。
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付録 A:MTP/MPO 接続の極性  

40 ページの図 A-1 に、MTP/MPO コネクターの付いたタイプ    
A、B、C ケーブルのエンドツーエンド接続を示します。光パ 
ワー･メーターの [POLARITY (極性 )] 表示は、これらの極性の   
A、B、C を示します。

Corning Plug & Play™ Universal Systems 極性管理方法の場      
合は、光パワー･メーターに UNIV (ユニバーサル ) と表示さ  
れます。

59 ページの図 B-16 を参照してください。

注記
光パワー･メーターに極性表示が表示されるのは、光
源の [SCAN ALL (すべてスキャン)] 機能がオンになっ    
ていて、すべての光ファイバーが接続されている場
合のみです。
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GUE08.EPS

図 A-1 タイプ A、B、C パッチ･コードの接続
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図 A-2 Corning Plug & Play™ Universal Systems の接続
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付録 B:基準値設定およびテスト接続 

この付録では、ピン付きおよびピンなしコネクターの MTP/
MPO リンクで基準を設定したり損失を測定したりするため
の接続方法について説明します。

注意
シングルモード・リンクに APC コネクターを使用し
ている場合は、タイプ A テスト・コードおよびアダ
プターを使用する必要があります。タイプ A コン
ポーネントは、コネクターに対して正しい角度で接
続されます。
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図 B-1 ピンなし MTP/MPO コネクターのマルチモード・パーマネント･リンク用の基準値設定接続

注意
基準値を設定した後に、
光源からテスト・コー
ド 1 を取り外さないで
ください。

タイプ B
テスト・コード 1

ピン付き / ピン付き

 基準値を設定するに
はテスト・コードを 
1 本使用します。

 光パワー･メーターからテス
ト・コード 1 を外し、テス
ト・コード 2 を光パワー･
メーターに接続します。

タイプ B
テスト・コード 2
ピン付き / ピン付き

タイプ B 
テスト・コード 1 

ピン付き / ピン付き

光パワー･
メーター

光源

光パワー･メーター 光源
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図 B-2 ピンなし MTP/MPO コネクターのタイプ A マルチモード・パーマネント･リンク
での損失測定用の接続
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注意
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ないでください。

光パワー･メーター 光源

タイプ A アダプター
キー下 / キー上

ピンなし / ピン付きピン付き / ピンなし

タイプ A アダプター
キー下 / キー上タイプ A

ファイバー・リンク
タイプ B
テスト・コード 2
ピン付き / ピン付き

タイプ B 
テスト・コード 1 

ピン付き / ピン付き

光源チャンネル :

光パワー･メーターのチャンネル :

光パワー･メーターには 
[極性 A] と表示
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図 B-3 ピンなし MTP/MPO コネクターのタイプ B マルチモード・パーマネント･リンク
での損失測定用の接続
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ピン付き / ピン付き

タイプ B アダプター
キー上 / キー上

ピンなし / ピン付きピン付き / ピンなし

タイプ B アダプター
キー上 / キー上

タイプ B 
テスト・コード 1 

ピン付き / ピン付き

光源チャンネル :

光パワー･メーターのチャンネル :

注意
基準値を設定した後に、光源か
らテスト・コード 1 を取り外さ
ないでください。

光パワー･メーターには 
[極性 B] と表示
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図 B-4 ピンなし MTP/MPO コネクターのタイプ C マルチモード・パーマネント･リンク
での損失測定用の接続
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キー下 / キー上

タイプ B 
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ピン付き / ピン付き

光源チャンネル :

光パワー･メーターのチャンネル :

注意
基準値を設定した後に、光源か
らテスト・コード 1 を取り外さ
ないでください。光パワー･メーターには 

[極性 C] と表示
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図 B-5 ピン付きおよびピンなし MTP/MPO コネクターのマルチモード・パーマネント･リンク用の基準値設定接続

注意
基準値を設定した後に、
光源からテスト・コー
ド 1 を取り外さないで
ください。

タイプ B
テスト・コード 1

ピン付き / ピン付き

 基準値を設定するには
テスト・コードを 1 本
使用します。

 光パワー･メーターから
テスト・コード 1 を外
し、テスト・コード 2 
を光パワー･メーターに
接続します。

タイプ B
テスト・コード 2
ピン付き / ピンなし

タイプ B 
テスト・コード 1 

ピン付き / ピン付き

光パワー･メーター 光源

光パワー･メーター 光源
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図 B-6 ピンなしおよびピン付き MTP/MPO コネクターのタイプ A マルチモード・パーマネント･リンク
での損失測定用の接続
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タイプ A アダプター (A)
キー下 / キー上

タイプ B 
テスト・コード 1 

ピン付き / ピン付き

光源チャンネル :

光パワー･メーターのチャンネル :

注意
基準値を設定した後に、光源か
らテスト・コード 1 を取り外さ
ないでください。光パワー･メーターには 

[極性 A] と表示



MultiFiber Pro 光パワー･メーターおよび光ファイバー･テスト･キット
ユーザーズ･マニュアル

50

GUE25.EPS

図 B-7 ピンなしおよびピン付き MTP/MPO コネクターのタイプ B マルチモード・パーマネント･リンク
での損失測定用の接続
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タイプ B アダプター
キー上 / キー下

タイプ B 
テスト・コード 1 

ピン付き / ピン付き

光源チャンネル :

光パワー･メーターのチャンネル :

注意
基準値を設定した後に、光源か
らテスト・コード 1 を取り外さ
ないでください。光パワー･メーターには 

[極性 B] と表示
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図 B-8 ピンなしおよびピン付き MTP/MPO コネクターのタイプ C マルチモード・パーマネント･リンク
での損失測定用の接続
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光源チャンネル :

光パワー･メーターのチャンネル :

注意
基準値を設定した後に、光源か
らテスト・コード 1 を取り外さ
ないでください。光パワー･メーターには 

[極性 C] と表示
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図 B-9 ピン付き MTP/MPO コネクターのマルチモード・パーマネント･リンク用の基準値設定接続

注意
基準値を設定した後に、
光源からテスト・コー
ド 1 を取り外さないで
ください。

 2 本のテスト・コード
と 1 つのアダプターを
使用して基準値を設定
します。

 アダプターからテスト・
コード 2 を外し、テスト・
コード 3 をアダプターに接
続します。 タイプ B

テスト・コード 2
ピン付き / ピンなし

タイプ B 
テスト・コード 1 

ピン付き / ピン付き

光パワー･メーター 光源

タイプ B
テスト・コード 1
ピン付き / ピン付き

タイプ B 
テスト・コード 2 

ピン付き / ピンなし

タイプ B
テスト・コード 3

タイプ B アダプター
キー上 / キー下

光パワー･メーター 光源
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図 B-10 ピン付き MTP/MPO コネクターのタイプ A マルチモード・パーマネント･リンク
での損失測定用の接続
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注意
基準値を設定した後に、光源からテ
スト・コード 1 を取り外さないでく
ださい。

タイプ A
ファイバー・リンク

タイプ B
テスト・コード 2
ピン付き / ピンなし

タイプ A アダプター
キー下 / キー上

ピンなし / ピン付き

タイプ B アダプ
ター

キー上 /

タイプ B 
テスト・コード 1 

ピン付き / ピン付き

ピン付き

タイプ A アダプ
ター

キー下 /
キー上

ピン付き

タイプ B
テスト・コード 3

ピンなし / ピンなし

光源チャンネル :

光パワー･メーターのチャンネル :

光パワー･メーター 光源

光パワー･メーターには 
[極性 A] と表示
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図 B-11 ピン付き MTP/MPO コネクターのタイプ B マルチモード・パーマネント･リンク
での損失測定用の接続
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光源チャンネル :

光パワー･メーターのチャンネル :

注意
基準値を設定した後に、光源からテ
スト・コード 1 を取り外さないでく
ださい。

光パワー･メーターには 
[極性 B] と表示
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図 B-12 ピン付き MTP/MPO コネクターのタイプ C マルチモード・パーマネント･リンクでの損失測定用の接続
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図 B-13 Corning Plug & Play™ Universal Systems 使用時のピン付き MTP/MPO コネクターの
マルチモード・パーマネント･リンクでの損失測定用の接続 
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ださい。
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図 B-14 ピン付き MTP/MPO コネクターのマルチモード・ファイバー･モジュール用の基準値設定接続

注意
基準値を設定した後に、
光源からテスト・コー
ド 1 を取り外さないで
ください。

 2 本のテスト・コードと 
1 つのアダプターを使用
して基準値を設定します。

 アダプターからテスト・
コード 2 を外し、ブレイ
クアウト･ケーブルをアダ
プターに接続します。 タイプ B

テスト・コード 2
ピン付き / ピンなし

タイプ B 
テスト・コード 1 

ピン付き / ピン付き

光パワー･
メーター

光源

タイプ B
テスト・コード 1
ピン付き / ピン付き

タイプ B 
テスト・コード 2 

ピン付き / ピンなし

ブレイクアウト･ケーブル

タイプ B アダプター
キー上 / キー下

光パワー･メーター 光源
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図 B-15 ピン付き MTP/MPO コネクターのストレート･マルチモード・ファイバー･モジュールでの損失測定用の接続
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光パワー･メーター 光源

ストレート
タイプ B
テスト・コード 2
ピン付き / ピンなし

ピンなし

タイプ B 
テスト・コード 1 

ピン付き / ピン付き

ピンなし / ピン付き

タイプ B アダプター
キー上 / キー下

ピン付き

ブレイクアウ
ト･ケーブル

光源チャンネル :

光パワー･メーターのチャンネル :

注意
基準値を設定した後に、光源からテ
スト・コード 1 を取り外さないでく
ださい。

光パワー･メーターには 
[極性 B] と表示
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図 B-16 マルチモード Corning Plug & Play™ Universal Systems モジュールでの損失測定用の接続
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光パワー･メーター 光源

タイプ B
テスト・コード 
ピン付き / ピンなし

ピンなし

タイプ B 
テスト・コード

ピン付き / ピン付き

ピンなし / ピン付き

タイプ B アダプター
キー上 / キー下

ピン付き

ブレイクアウト･
ケーブル

光源チャンネル :

光パワー･メーターのチャンネル :

モジュール内部の
信号経路

注意
基準値を設定した後に、光源からテ
スト・コード 1 を取り外さないでく
ださい。

光パワー・メー
ターには 
UNIV (ユニバー
サル ) と表示
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